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機
構
新
体
制
に
つ
い
て

　

新
潟
県
中
越
大
震
災
か
ら
十
年
が
経
過
し
、

当
機
構
も
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
新
年
度
に
際
し
て
、
今
後
の
組
織
の
あ

り
方
を
見
据
え
た
上
で
、
当
機
構
の
体
制
を
上

図
の
よ
う
に
改
編
し
ま
し
た
。

　
主
な
変
更
点
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
点
目
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
経
験
と

教
訓
を
伝
え
る
施
設
と
し
て
、「
柏
崎
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」が
加
わ
っ
た
こ
と
。

平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
柏
崎
市
に
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
管
理
・
運
営
も

当
機
構
が
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　
二
点
目
は
、
現
在
運
営
し
て
い
る
中
越
メ
モ

リ
ア
ル
回
廊
の
四
施
設（「
き
お
く
み
ら
い
」「
そ

な
え
館
」「
お
ら
た
る
」「
き
ず
な
館
」）
に
こ

の
柏
崎
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、

新
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
・
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た

こ
と
で
す
。
今
後
は
各
館
の
個
々
の
魅
力
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
総
合
力
を
発
揮
す
る
よ

う
な
事
業
展
開
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
き
ま

す
。

　
三
点
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
復
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
」
を
改
め
、「
ム
ラ
ビ
ト
・
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
こ
と
。
中
越
大
震

災
で
被
災
し
た
中
山
間
地
域
の
復
興
や
地
域
づ

く
り
人
材
の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
た
全
国
各
地
の
人
材
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育
成
・
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
事
に
つ
い
て
も
全
体
的
に
世
代
交
代
を
行

い
ま
し
た
。
事
務
局
長
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
・

メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
長
、
地
域
防
災
力
セ
ン

タ
ー
長
、
ム
ラ
ビ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長

が
そ
れ
ぞ
れ
新
任
（
交
代
）
と
な
っ
て
お
り
、

震
災
十
年
以
降
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
て
走
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、様
々
な
業
種・分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
中
越
大
震

災
復
興
基
金
を
主
た
る
活
動
資
金
と
し
て
い
る

当
機
構
も
同
様
で
す
。
今
回
の
組
織
改
編
に
際

し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
従
前
か
ら
の

業
務
を
意
欲
あ
る
若
い
世
代
に
任
せ
、
存
分
に

活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
必
然
的
な

結
果
だ
と
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
発
想
や
着
眼
か
ら
ユ
ニ
ー

ク
な
動
き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
震
災
復
興
か
ら
新
た
な
日
常
へ
」。
中
越
大

震
災
の
経
験
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、「
中
越
」

か
ら
新
し
い
動
き
（
価
値
）
を
創
り
出
し
、
地

域
内
外
に
向
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け

る
こ
と
で
、
様
々
な
主
体
に
と
っ
て
「
な
く
て

は
な
ら
な
い
組
織
」で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
新
制
・
公
益
社
団
法
人
中
越
防
災
安

全
推
進
機
構
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
長　
諸
橋
和
行
）

平成 27 年４月 1 日より、
　当機構の体制が新しく変わりました。

今号では、変更点をお知らせするとともに
　機構の事業内容を改めてご紹介します。

特集 中越防災安全推進機構新体制スタート

やまこし復興交流館
おらたる

川口きずな館
柏崎震災

アーカイブセンター
（仮称）

おぢや
震災ミュージアム

そなえ館

長岡震災
アーカイブセンター
きおくみらい

本部事務局

地域防災力センター
震災アーカイブス・
メモリアルセンター

ムラビト・デザイン
センター

事務局長　諸橋和行
事務局次長　玉木賢治
ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　赤塚雅之
事務局員　中村美由紀

ｾﾝﾀｰ長　稲垣文彦
（柏崎震災ｱｰｶｲﾌﾞｾﾝﾀｰ長兼任）

一般財団法人
小千谷産業開発センターの
スタッフが働いています！

公益社団法人
中越防災安全推進機構の
スタッフが働いています！

NPO法 人
中越防災フロンティアの
スタッフが働いています！

NPO法 人
くらしサポート越後川口の
スタッフが働いています！

中越沖地震のメモリアル
平成 27 年1 1 月柏崎市に
　　　オープン予定です！

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ　筑波匡介
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ　山崎麻里子
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　松井千明
ｽﾀｯﾌ　高田千枝

館長　澤田雅浩 館長　丸山久一 館長　木村拓郎 館長　上村靖司 ｾﾝﾀｰ長　稲垣文彦

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ　松本勝男
ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ　細貝悠斗
ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ　和田恵子
ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ　高野真弓

ｽﾀｯﾌ　川上沙織
ｽﾀｯﾌ　畔上凌
ｽﾀｯﾌ　坂牧美津枝
ｽﾀｯﾌ　関将慶

ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　中林道泰
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　赤塚千明
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　星野桂子
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　中村充

ｾﾝﾀｰ長　河内毅
ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　関谷央子
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　井上賢太郎
事務員　布川千春

ｾﾝﾀｰ長　阿部巧
ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　金子知也
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　日野正基

ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　石塚直樹
（せんだい・みやぎ 
　　　　NPO センター出向）
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地域防災力センター ムラビト・デザインセンター

震災アーカイブス・メモリアルセンター

　◆センターの主な取り組み
○地域防災力向上事業
　・長岡市防災アドバイザー派遣
　・新潟市防災事業
　　（避難所運営 WS、津波避難マップ活用事業）
　・自治体向け研修講座
　・その他県内外の防災事業
○防災教育事業
　・ふるさと新潟防災教育推進事業
　　（学校実践事業、学校サポート事業）
　・新潟県防災教育プログラム制作事業（原子力災害編）
　・長岡市親子防災教室等運営業務
○人材育成仕組みづくり
　・中越市民防災安全大学、まちなか大学・大学院
○防災ネットワークづくり
　・全国、県内、長岡市内 ほか
○災害対応
　・災害ボランティアセンター運営 等

　
　◆ひとこと

　地域防災力センターは、地域防災力を高めるための多彩な活動を    
展開しています。今後は、活動をより広く展開していくため、各種
講座で講師を担える人材や、学校と地域をつなぐコーディネーター
の育成などを視野に入れた、人材育成の仕組みづくりやツール開発
などにも力を入れていく所存です。今後とも、当センター業務への
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

◆センターの主な取り組み
○外部人材育成
　・インターンシッププログラム
　・首都圏プラットフォーム
　　（各種 PR、体験ツアー企画、マッチングイベント、
　　  新規事業　　  開発、コミュニティ形成等）
○地域支援人材育成
　・オープンセミナー
　・地域復興支援員研究会
○地域内人材育成
　・実践研究（女性、農村起業、人的支援、東日本大震災、
　　野生動物、　  森林資源、農業経営、エネルギー、空き家）
　・新潟県内の連携推進

◆ひとこと
　ムラビト・デザインセンターは、中越地震からの復興を支援する
中間支援組織として、被災した中山間地での復興や地域づくりに関
わる人材確保・育成に取り組んで来ました。また、その経験を活か
して、全国の中山間地域における人材育成や、東日本大震災被災地
の復興人材の育成・支援なども行っています。
　地域外からのインターン生など、地域に新しい視点をもたらす「外
部人材」と地域復興支援員などの地域活動をサポートする「地域支
援人材」、そして地域の担い手である「地域内人材」と連携しなが
ら震災復興を越えた活気ある「新しい中越の日常」を目指します。

長岡震災アーカイブセンター きおくみらい おぢや震災ミュージアム そなえ館

川口きずな館 やまこし復興交流館 おらたる

主な取り組み
　①料理教室、お茶会などきずな館主催・地域住民の持込イベント実施
　②震災支援商品販売、きずなカフェ
　③川口運動公園施設受付
ひとこと
震災をバネに立ち上がった、川口をめぐる住民のストーリーを体感しに。
越後三山の四季を眺めに、おいしいコーヒーを飲みに。
その人その人によって、様々に楽しんでいただける「川口きずな館」です。
川口にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

主な取り組み
　①中越メモリアル回廊の見学コーディネート
　②次世代防災学習支援拠点
　③資料収集・整理とネットワークづくり

ひとこと
　回廊を巡る前の情報収集の場として、学習・発表の場として是非
　ご活用ください！

主な取り組み
　①中越大震災時にいただいた支援への恩返し
　②地域防災力向上支援・次世代防災学習支援
　③地域と連携した被災地支援・防災グリーンツーリズム支援
　④子ども向けイベント「防災そなえチャレンジ」通年開催

ひとこと
　さぁ、楽しく学んでそ・な・えましょ！

主な取り組み
　①地域の魅力発信
　②震災の記憶の伝達

ひとこと
　おらたるで山古志のことを知って、地域へお出かけください！
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今
回
防
災
教
育
支
援
を
行
っ
た
小
千
谷
市
立

小
千
谷
小
学
校
は
、
明
治
元
年
開
校
と
全
国
で

一
番
歴
史
が
あ
る
公
立
学
校
で
あ
る
。
ま
た
、

児
童
数
は
市
内
八
つ
の
小
学
校
の
中
で
最
も
児

童
が
多
く
、
九
〇
二
名
（
平
成
二
十
六
年
五
月

当
時
）と
市
内
の
全
児
童
数
の
半
分
を
占
め
る
。

　
五
年
生
は
、
震
災
か
ら
十
年
を
迎
え
る
こ
の

特
別
な
年
に
総
合
学
習
の
時
間
で
防
災
学
習
に

取
り
組
ん
だ
。
学
習
の
テ
ー
マ
は
「
中
越
地
震

か
ら
十
年
～
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」。

児
童
た
ち
は
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
家
族
か

ら
の
聞
き
取
り
な
ど
を
お
こ
な
い
、
一
年
間
通

し
て
防
災
学
習
を
実
施
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
発
表
会
を
お
こ
な
っ
た
。

　
震
災
当
時
、
〇
～
一
歳
で
当
時
を
覚
え
て
い

る
児
童
は
皆
無
だ
。
五
月
初
旬
に
お
ぢ
や
震
災

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
そ
な
え
館
」
を
五
年
生
五
ク

ラ
ス
が
徒
歩
で
訪
問
。
施
設
近
隣
の
児
童
は
週

末
や
夏
休
み
な
ど
に
多
く
来
館
し
て
い
る
が
、

館
内
を
そ
な
え
館
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
な
が
ら

本
格
的
に
見
学
す
る
の
は
初
め
て
。
被
害
状
況

や
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
現
展
示
、
避
難
生
活

の
様
子
な
ど
を
写
真
や
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見

学
、
多
く
の
児
童
が
被
害
の
大
き
さ
に
驚
い
て

い
た
。
十
年
前
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地

域
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
災
害
は
身
近
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
く
れ
た
と
思
わ
れ

る
。

「
そ
な
え
館
」
見
学
の
感
想
（
抜
粋
）

・
地
震
が
起
き
た
こ
ろ
私
は
〇
歳
で
、
あ

ま
り
怖
さ
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
け

ど
、
今
日
そ
な
え
館
に
来
て
、
た
く
さ
ん

の
人
が
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

・
小
千
谷
の
人
た
ち
は
と
て
も
大
変
な
思

い
を
し
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
復
興
で
き
た
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

シリーズ「防災教育の現場から」　　 第３回 小千谷市立小千谷小学校
　平成 25 年度末に完成し、新潟県下の小中学校および関係機関に配布された「新潟県防災教育プログラム」。これをきっかけに、学校教育現場での防災教
育の取組みが定着し、継続して実施されるよう、学校や地域の実状に合わせた「自校化」に焦点を当て、県内の小中学校での先進的な取組み事例を、シリー
ズ「防災教育の現場から」として当機関紙で毎号紹介していく。

　
九
月
に
「
各
ク
ラ
ス
に
対
し
て
語
り
部
の
紹

介
や
資
料
提
供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
各
ク
ラ
ス
が
そ
れ

ぞ
れ
テ
ー
マ
を
掲
げ
防
災
学
習
を
進
め
て
い
た

こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し
、
相
談
し
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た
。

　
二
組
の
テ
ー
マ
は
「
小
千
谷
小
学
校
の
ひ
み

つ
と
小
千
谷
市
の
そ
な
え
」。
小
千
谷
小
学
校

は
震
災
後
に
建
て
替
え
ら
れ
、
全
教
室
が
耐
震

設
計
で
建
設
さ
れ
、
体
育
館
は
震
災
時
の
避
難

所
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
免
震
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
い
ざ
と
い
う
時
の
「
防
災
拠
点
」
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
学
校
に
備
蓄
さ
れ
て
い

る
物
資
や
非
常
用
資
機
材
に
つ
い
て
、
ま
た
、

小
千
谷
市
が
実
施
し
て
い
る
緊
急
告
知
メ
ー

ル
、
緊
急
防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
自
分
た
ち
で

調
べ
た
。

▼
学
習
の
流
れ

月 

日

内
容 

児
童
が
中
越
地
震
に
つ
い

て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
マ

イ
ン
ド
マ
ッ
プ
に
広
げ
る

小
千
谷
小
学
校
五
年
五
ク

ラ
ス
が
二
日
間
に
わ
た
り

ク
ラ
ス
単
位
で
そ
な
え
館

来
館
。
ス
タ
ッ
フ
の
解
説

で
館
内
を
見
学
、
地
震
の

疑
似
体
験
を
行
う
。

小
千
谷
市
役
所
の
危
機
管

理
課
の
方
か
ら
講
話

各
ク
ラ
ス
で
調
べ
学
習
、

体
験
活
動
を
実
施

担
任
教
諭
が
改
め
て
そ
な

え
館
に
来
館
、
今
後
の
総

合
学
習
で
の
防
災
教
育
支

援
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

そ
な
え
館
ス
タ
ッ
フ
が
五

組
出
前
授
業
（
二
回
）

三
組
・
四
組
、
地
元
語
り

部
さ
ん
を
派
遣
、
講
話
を

実
施
（
各
三
回
）

そ
な
え
館
ス
タ
ッ
フ
が
一

組
出
前
授
業

総
合
学
習
発
表
会
を
見
学

１　　　　 12　　          11　        10　　　　　　　　　　　　　 ９　　　　 ７　　　　　　　　　　　  ５　　　　　　 ４
27　　　　10　　 12 11 ５　　 22 15　　　　           ８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８  １

そなえ館見学の様子

発表会の様子
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おぢや震災ミュージアムそなえ館の防災教育支援実践例

　中越地震について調べることを通して、中越地震に対する知識を深め、復旧・復興に尽力した人々の思いを知る。そして、これから起
こりうる自然災害に対しての普段からの備えを意識し、自分たちにできることは何か考えることができる。

学校が設定した授業の目標

○中越地震について関心をもち、資料を活用したり、聞き取り調査をしたりして、自己の課題を追求する。
○取材の目的を明確にして質問したり、相手の話を聞いたりするなど、節度ある礼儀正しい態度で接する。
○調べて分かったことや考えたことを仲間と話し合い、比較したり関連づけたり、意味づけたりして自分の考えをまとめる。
○目的意識を明確にもち、相手に応じた表現方法を工夫して、仲間と協力し学びの成果を発信する。
○取材、現地調査、インターネットなど、多様な方法を用いて自分の課題を解決する。

学校が設定した期待する子ども達の姿

5年生総合発表会を見て
　防災をテーマにした学習の進め方について担任の先生から相談を受けたのは、夏休みの終わりごろだったでしょうか。熱心な先生方に、
的確なアドバイスができたかどうか半信半疑でしたが、この発表会を見て、私の心配は杞憂であったことがわかりました。
　クラスごとにテーマを設け、調べ学習を行い、自分たちにできることを考えた素晴らしい発表内容でした。子どもたち全員が、小千谷
をとても大切に思っていることに、とても感動いたしました。
　「防災」と一口に言っても、とても奥の深いものです。子どもたちにとって、これがゴールではなく、ぜひ家庭や地域に一歩ふみ出すスター
トとなるよう、この学習プログラムが持続的な取組みなることを願っています。できれば、毎年見に行きたいと思います。

（地域防災力センター　関谷央子）

○要望
「発災時からの様々な事象の事実、体験者の思いをまとめ、児童が自分た
ちの思いを表現できるよう支援をしてほしい」
○サポート内容
大きな災害が発生した時にはどのようなことが起こるのか、地震発生から
3日目までの記憶と記録を伝えるために、自らの体験談や事前にもらった
児童の質問事項に応える形式でそなえ館スタッフが出前授業を2限分実
施した。
★子どもたちへ伝えたかったこと
・災害時は普段からやっていることしかできない、学校での避難訓練を真
剣にやってほしい。
・自分の命は自分自身で守る。そのためにはどのような行動をとったらよ
いを学んでほしい。
・避難生活は隣近所の人たちと協力することが大切だということを学んで
ほしい。
★子どもたちの発表から
・今、わたしたちにできることは、中越地震という悲しい出来事があった
こと、そこから立ち上がって今の小千谷をよみがえらせた人々の知恵や絆
があったこと、そこには多くの人々の支えがあったことを、これからも多
くの人に伝えていくこと。

○要望
「子どもたちには想像できない災害時の様々な仕事を、具体的な項目を
あげてお話しいただき、災害時の大変さを伝えてほしい」
○サポート内容
災害対応や生活支援、災害復旧にはさまざまな人・組織が関わっている
こと、多くの苦労があったことを伝えるため、当時の行政職員や地域の
防災会長など、地域のために活動した三人の地元語り部を紹介、講話し
ていただいた。
★語り部からのメッセージ
・日頃から隣近所の人との付き合いをしてほしい。
・地域だけでなく、家庭でも食料の備蓄をしてほしい。
・災害で命を失くさないため、自分の命は自分で責任を持つことが大切。
★子どもたちの発表から
　他の人を助けるためにもまずは自分の命を守るためのそなえが必要な
こと、近所の人とは顔見知りになっておくこと、自分にできることは小
さなことでも行動に移すこと、人のためを思って行動すること、これら
ひとつひとつの行動が自分と誰かを助けることにつながっている。

○要望
「避難所や仮設住宅での生活について実際の体験者から生の声を聞き、当
時の様子や苦労したことを教えてほしい」
○サポート内容
　避難所生活を通じて、当時の苦労や多くのあたたかい支援をいただいた
ことなど伝えるために、特に被害が大きかった地域で当時区長を務めてい
た方など、地元の語り部さんを手配し、講話していただいた。
★語り部からのメッセージ
・普段あたりまえに使っているものがすべて使えなくなる。みんなで力を
合わせることを学んでほしい。
・大切なことは協力し合い、わがままを我慢する心を持つこと。
・人の命が一番大切。大きな災害のあとすぐには支援がこない。最低三日
間は自分で生き抜くことをおぼえてほしい。
★子どもたちの発表から
・命が何よりも大切だということ、つらい時こそ助け合いと協力、絆で乗
り越えていくこと、そのためには日頃から地域の人たちとの絆を強いもの
にし、何があってもみんなで乗り越えていく気持ちを忘れずに過ごしてい
きたい。

○要望
「普段のそなえには何が必要か考えることができるようなプログラムを2
回に分けて実施してほしい」
○サポート内容
災害時に必要な“モノ”のそなえ、“こころ”のそなえについて、スタッ
フが出前授業でプチワークショップを実施。授業を実施するにあたり、
事前に「震災後、そなえたもの」を家族にインタビューしてもらった。
★プチワークショップ
第1回「そなえランキングをつくろう！」【必要な「もの」のそなえ】
・グループに分かれ事前インタビューの内容を発表。震災後にそなえた
もので特に多かった3つをピックアップし、ランキングにまとめてもらっ
た。
第2回「参加している地域の行事は？」【必要な「こころ」のそなえ】
・こころのそなえとは「挨拶」や「顔を覚えてもらうこと」。このことを
ふまえて「地域の大人と顔をあわせる行事」にはどのようなものがある
かグループに分かれて考え、発表してもらった。
★子どもたちの発表から
・備蓄品はただそなえるだけでなく本当に役立つか試してみること、地
域の人に挨拶をすることでいざという時に頼れる人が増えること、地域
の行事に進んで参加することで絆が深まり協力するという意識作りがで
きる、また子どもたちも「地域の一員」であることを感じることができる。
普段からモノと心、両方のそなえをしておくことが大切。

文章：おぢや震災ミュージアムそなえ館　細貝 悠斗

▼１組、３組、４組、５組に行った、防災教育支援は下記の通り。

※地域防災力センター、中越メモリアル回廊各施設では防災教育支援を行っています！お気軽にお問い合わせください。

１組：「地震発生時から三日目までを様々な視点から学ぶ」 ３組：「公助から学んだこと～地域のために～」

４組：「地震発生３日後から避難所生活の様子について」

５組：「普段からのそなえについて」



シリーズ

人
内
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長岡市川口生まれ

父の跡を継ぎ、電気工事・電器店「内藤電気」に勤務。

長岡市消防団川口方面隊、障がい者支援「ぷれジョ

ブ長岡かわぐち」でも活動し、昨年まで川口町商工

会青年部に所属する等、地元にしっかりと根を張り

様々な分野で活躍。バンド『M'z』として音楽ボラ

ンティアも行う。
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―
中
越
地
震
発
生
時
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
か

　

自
宅
に
居
て
、
も
う
す
ぐ
夕
飯
が
出
来
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
地
震
の
二
週
間
く
ら
い
前
か
ら
胸
騒
ぎ
が
し
て
落
ち
着

か
ず
、
た
ん
す
の
上
に
大
き
な
荷
物
が
置
い
て
あ
る
の
を
見
て
、
何
故
だ
か
「
も
し
地
震
が
き
た
ら
危
な
い
」
と
感
じ

位
置
を
動
か
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
た
の
で
、
本
当
に
地
震
が
起
こ
っ
た
時
に
す
ぐ
避
難
の
姿
勢

を
取
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。
幸
い
家
族
に
け
が
は
無
く
、
家
も
倒
壊
せ
ず
、
被
災
直
後
は
車
内
で
寝
泊
ま
り

を
し
た
が
、
そ
の
後
は
自
宅
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
。
た
だ
、
昔
か
ら
強
い
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
父
が
地
震
直
後

に
倒
れ
、
日
赤
病
院
に
緊
急
搬
送
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
病
院
に
先
ま
わ
り
し
て
、
救
急
車
で
運
ば
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う

父
を
待
っ
て
い
た
。
担
架
で
運
ば
れ
、
生
死
の
境
を
彷
徨
っ
て
い
る
弱
々
し
い
父
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
無
意

識
に
「
親
父
」
と
大
き
な
声
で
叫
ん
で
い
た
。
母
は
入
院
す
る
父
を
看
病
す
る
た
め
、
ま
だ
五
ヶ
月
に
満
た
な
か
っ
た

娘
も
居
た
た
め
、
妻
子
は
長
岡
市
内
に
行
っ
て
も
ら
い
、
自
宅
に
は
自
分
だ
け
が
残
っ
た
。

―
消
防
団
員
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
た
の
で
す
か

　
消
防
団
の
対
応
本
部
が
川
口
支
所
（
当
時
川
口
町
役
場
）
の
前
に
出
来
て
、
そ
こ
か
ら
各
分
団
に
分
か
れ
活
動
し
た
。

自
分
は
高
速
道
路
の
越
後
川
口
イ
ン
タ
ー
に
降
ろ
さ
れ
る
救
援
物
資
を
避
難
所
へ
運
搬
し
た
り
、
行
方
不
明
者
が
多
く

出
た
の
で
そ
う
い
っ
た
方
の
捜
索
、
ガ
ソ
リ
ン
を
扱
う
給
油
所
の
警
備
な
ど
を
し
た
。
国
道
が
寸
断
さ
れ
て
い
た
の
で
、

そ
の
間
国
道
の
脇
に
車
を
停
め
寝
泊
ま
り
を
さ
れ
て
い
た
被
災
者
の
方
も
居
た
。
道
が
復
旧
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
移

動
し
て
も
ら
う
為
に
声
掛
け
を
す
る
任
務
も
任
さ
れ
た
。
と
て
も
申
し
訳
な
く
、
心
苦
し
か
っ
た
。
あ
の
時
、
誰
も
が

心
に
余
裕
が
無
か
っ
た
。
地
震
後
に
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
な
ど
が
た
く
さ
ん
建
っ
た
為
、
新
し
く
電
気
配
線
が
必
要
に
な
り

昼
間
は
本
業
の
電
気
工
事
を
、
仕
事
が
終
わ
れ
ば
消
防
団
の
任
務
に
向
か
っ
た
。
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た

仮
設
風
呂
が
川
辺
に
あ
っ
た
が
、
家
に
帰
っ
た
後
疲
れ
果
て
、
お
風
呂
に
入
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。
一
人
で
家
に
居

た
の
で
、
屋
外
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
方
は
寒
い
思
い
を
し
て
い
る
と
思
い
、
自
宅
の
布
団
や
洋
服
な
ど
を
渡
し
た

り
し
た
。

―
大
変
な
経
験
を
さ
れ
た
の
で
す
ね

　

で
も
、
あ
の
経
験
で
防
災
意
識
が
芽
生
え
た
。
中
越
地
震
後
も
、
川
口
で
水
害
が
起
こ
り
消
防
団
員
と
し
て
復
旧
作

業
に
あ
た
っ
た
が
、
地
震
の
時
に
対
応
し
た
経
験
が
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
地
震
が
き
っ
か
け
で
、
父
の
弱
い
面
、

母
の
強
い
面
を
知
っ
た
。
頼
り
な
く
見
え
た
弟
が
、
私
達
の
代
わ
り
に
避
難
所
の
仕
事
を
し
て
く
れ
た
。
妻
と
子
ど
も

達
に
早
く
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
私
を
前
へ
前
へ
と
突
き
動
か
し
て
く
れ
た
。
自
分
が
何
を
守
る
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
の
か
を
知
っ
た
。
地
震
前
ま
で
別
々
に
暮
ら
し
て
い
た
両
親
達
と
は
一
緒
に
住
む
こ
と
に
な
り
、
今
で
は
子

ど
も
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
る
。
家
族
の
大
切
さ
を
、
以
前
よ
り
ず
っ
と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

―
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
始
め
た
の
で
す
か

　

最
初
は
、
小
千
谷
市
の
合
唱
団
で
会
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
方
と
「
何
か
面
白
い
こ
と
を
し
た
い
！
」
と
五
年
前
に
意

第１回

地元を目一杯楽しむ、思いっきり生きる

第１回えちご川口水合戦優勝

中越地震当時
対策本部テント前 ( 現川口支所前 )

中越地震当時旧川口橋の警備
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気
投
合
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
の
後
、
小
千
谷
の
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
か
り
工
房
さ
ん
で
、
当
時
復
興
支
援

員
を
し
て
い
た
渡
邉
智
行
さ
ん
と
出
会
い
、
彼
が
ギ
タ
ー
を
担
当
し
、
私
が
ボ
ー
カ
ル
担
当
と
し
て
二
人
で
バ
ン
ド
を

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
東
山
地
区
の
公
民
館
を
借
り
て
練
習
を
し
て
、
ひ
か
り
工
房
さ
ん
で
初
め
てB'z

の
曲
を
演
奏

し
た
時
は
緊
張
し
た
。
小
心
者
で
、
前
日
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
し
た
。
で
も
当
日
は
す
ご
く
盛
り
上
が
っ
て
、
本
当
に

お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
。ラ
イ
ブ
で
一
緒
の
曲
に
の
っ
て
、み
ん
な
と
一
体
に
な
る
感
覚
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。フ
ァ

ン
レ
タ
ー
や
絵
を
も
ら
っ
た
り
、
各
々
の
得
意
な
表
現
の
仕
方
で
「
楽
し
か
っ
た
」
事
を
表
現
し
て
く
れ
た
物
を
い
た

だ
い
て
。
そ
れ
か
ら
は
、
年
四
回
の
ペ
ー
ス
で
ひ
か
り
工
房
さ
ん
で
ラ
イ
ブ
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
昨

年
の
十
二
月
に
は
川
口
運
動
公
園
の
体
育
館
で
練
習
し
て
、
交
流
体
験
館
「
杜
の
か
た
ら
い
」
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参

加
し
た
り
し
た
。

―
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
長
岡
か
わ
ぐ
ち
と
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か

　
一
昨
年
の
秋
に
初
め
て
川
口
で
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
が
あ
り
、そ
こ
に
参
加
し
て
か
ら
。
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
は
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
が
地
域
で
企
業
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
協
力
を
得
て
、
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち
を
地

域
の
中
で
育
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
。
子
ど
も
の
放
課
後
や
土
日
に
週
一
回
程

度
の
職
場
体
験
（
プ
レ
ジ
ョ
ブ
）
を
行
う
も
の
。
当
時
私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
勉
強
会
に
呼
ば
れ
た
。
保
護
者
さ
ん

と
色
々
話
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
は
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。
気
が
付
く
と
、
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
よ
う
に

学
校
関
係
や
商
工
会
の
理
事
会
に
説
明
・
宣
伝
を
し
に
行
っ
て
い
た
。
自
分
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
職
業
体
験
を
す

る
お
子
さ
ん
を
見
守
っ
て
、
一
緒
に
作
業
を
し
た
り
し
た
。
最
初
に
東
川
口
の
割
烹
美
よ
し
さ
ん
で
、
次
に
川
口
き
ず

な
館
で
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
を
行
う
Ａ
君
の
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
た
。
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
き
ず
な
館
で
一
緒
に
テ
ラ
ス
の

掃
除
を
し
て
い
た
時
、「
お
名
前
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
Ａ
君
が
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
一
緒
に
作

業
を
し
て
き
た
の
に
今
頃
？
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
Ａ
君
が
他
の
人
を
名
前
で
呼
ん
で
い
る
の
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
好
き
と
か
、こ
う
い
う
映
画
が
好
き
と
か
、私
と
話
を
す
る
中
で
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
、

や
っ
と
心
を
開
い
て
く
れ
た
の
か
な
、
と
思
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
か
ら
、
話
が
弾
ん
で
止
ま
ら
な
く
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
こ
う
い
う
活
動
に
参
加
し
な
い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
世
界
だ
と
思
っ
た
。

―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

地
元
で
生
活
し
て
い
て
様
々
な
役
目
や
仕
事
も
あ
る
け
ど
、
自
分
が
楽
し
ん
で
や
る
の
が
一
番
。
そ
れ
は
周
り
に
も

伝
わ
る
と
思
う
。
や
る
か
ら
に
は
楽
し
く
や
ろ
う
、と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
や
っ
て
き
た
の
が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

そ
し
て
、
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
な
ど
新
し
い
物
事
を
周
り
に
勧
め
た
い
と
思
っ
た
時
、
自
分
が
地
元
の
組
織
に
入
っ
て
い
た
事

は
と
て
も
後
押
し
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

　

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
家
族
の
大
切
さ
、
今
ま
で
も
今
も
、
こ
れ
か
ら
先
も
、
ず
っ
と
家
族
を
支
え
、
そ
し
て
支
え

ら
れ
て
生
き
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
震
災
か
ら
十
年
が
経
っ
た
が
改
め
て
思
い
返
す
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
で

は
家
族
も
増
え
た
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
で
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
う
。

第１回えちご川口水合戦優勝

中越地震当時
対策本部テント前 ( 現川口支所前 )

中越地震当時旧川口橋の警備

川口夏祭り 第１回えちご川口水合戦

きずな館にてぷれジョブサポーター活動

H26 年 6 月 21 日ひかり工房 M'z ライブ

H26 年 9 月 20 日ひかり工房 M'z ライブ

杜のかたらいクリスマス音楽発表会
川口夏祭り
商工会屋台



 会員募集中！
　　当機構では、地域防災への取り組みや被災地への支援活動に賛同し、応援して下さる会員の方を募集
　しています。皆様のご入会をお待ちしています。
　 　参加資格：当機構の活動に関心のある 18 歳以上の方なら、どなたでも参加できます。
　 　会員特典：当機構が主催する研修・講座・イベント等のご案内をいたします。
 　　年会費　：正会員 5,000 円　個人賛助会員 3,000 円　団体賛助会員 100,000 円 ( １口以上 )
　 　※申込書は当機構ホームページよりダウンロードできます。

長岡震災アーカイブセンター
きおくみらい

〒 940-0062 
新潟県長岡市大手通 2-6 2 階
開館時間 平　日 10:00 ～ 18:00
　　　　 土日祝 10:00 ～ 17:00
休館日 毎週火曜日 年末年始
TEL 0258-39-5525/FAX 39-5526

〒 947-0026 
新潟県小千谷市上ノ山 4-4-2 2 階
開館時間 9:00 ～ 17:00
休館日 毎週水曜日 年末年始
TEL 0258-89-7480/FAX 89-7485

おぢや震災ミュージアム
そなえ館

〒 949-7503 
新潟県長岡市川口中山 1441 
開館時間 10:00 ～ 17:00
休館日 毎週火曜日 年末年始
TEL 0258-89-3620/FAX 89-3621

川口きずな館

〒 940-0204 
新潟県長岡市山古志竹沢甲 2835
開館時間 9:00 ～ 17:00
休館日 毎週火曜日 年末年始
TEL 0258-41-1203/FAX 41-1204

やまこし復興交流館
おらたる

施設のご案内

F
R
E
E

≪インフォメーション≫

≪中越メモリアル回廊全体図≫
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【新人職員をご紹介します】
　2015 年 4 月より、3 名の新人職員が加入しました。

　井上 賢太郎（いのうえ けんたろう）
　地域防災力センター コーディネーター
　ひとこと：長岡の乙吉町に住んでいます。趣味は空手と猫と遊ぶことです。

　中村 充（なかむら みつる）
　川口きずな館　コーディネーター
　ひとこと：小千谷出身の 23 歳です。お酒が好きです。よろしくお願いします。

　関 将慶（せき まさよし）
　やまこし復興交流館おらたる　スタッフ
　ひとこと：山古志の梶金集落出身です。中越地震の時は小学校 3 年生でした。

【２つの賞を受賞しました！】
　3 月 14 日～ 18 日に宮城県仙台市で開催された、第３回国連世
界防災会議にて、中越市民防災安全大学ならびに中越市民防災安全
士会の取組みが「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化対象）
2015」の優秀賞を受賞いたしました。
　また、平成 22 年度より、長岡市や長岡市社会福祉協議会、NPO
団体などと協働・連携して災害ボランティアセンターを設置・運営
している「長岡協働型ボランティアセンター」が「第 19 回防災ま
ちづくり大賞」の消防庁長官賞を受賞いたしました。次号では、こ
の取組みについて、特集を組んでご紹介します。

おらたるの看板娘がおくる

やまこしの日常４コマ

まんがの作者

 やまこし復興交流館
 おらたる スタッフ

 川上 沙織
2015年 11月
開館予定

柏崎震災アーカイブセンター
（仮称）

中越沖地震のメモリアル施設

旧公会堂の喬柏園（きょう
はくえん）に市民活動セン
ターと併せて整備され、地
震の経験・教訓とともに、
賑わいの再生に取り組む復
興の町づくりを伝えます。


